
0

1

2

3

4

5

6

07/1 3 5 7 9 11 08/1
（年月）

（％）
一般

パート

沖 電 気 の 職 場 を 明 る く す る 会 ２ ０ ０ ８ 年 ５ 月 第 ２ ３ ５ 号

東京都港区三田３－２－２０ TEL 03-3455-6006

http://oak47-02.web.infoseek.

昨
年
、
住
民
税
の
定
率
減
税

が
廃
止
に
な
り
、
年
金
生
活
者

の
悲
鳴
を
聞
き
ま
し
た
。
今
年

４
月
か
ら
導
入
さ
れ
た
「
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
」
は
７
５
歳

以
上
〔
約
１
３
０
０
万
人
）
の

「
全
員
」
を
新
た
な
保
険
に
差
別
。

保
険
料
は
年
金
か
ら
天
引
き
、

医
療
の
制
限
な
ど
医
療
費
抑
制

が
目
的
。
世
界
に
類
を
み
な
い

悪
法
に
、
全
野
党
が
反
対
、
マ

ス
コ
ミ
も
批
判
し
て
い
る
。

”

長
寿
”
医
療
制
度
と
名
を
変

え
て
も
中
身
は
う
ば
捨
て
制
度
。

初
給
料
は
も
う
久

し
く
昔
の
事
に
な
る

が
、
手
に
し
て
（
当

時
は
現
金
支
給
だ
っ

た
）
初
の
日
曜
日
に
、
か
ね
て
か

ら
欲
し
か
っ
た

〝
グ
ッ
ズ
〝
を

買
い
に
秋
葉
原
ま
で
出
か
け
た
。

店
員
と
の
値
引
き
交
渉
の
す
え
三

割
引
で
購
入
し
た
こ
の
〝
グ
ッ
ズ

〝
電
池
交
換
だ
け
で
今
も
活
躍

し
て
い
る
。

そ
し
て
〝
ハ
バ
ラ
も
う
で
〝
は
、

当
時
か
ら
あ
る
ジ
ャ
ン
ク
屋
通
い

を
楽
し
み
に
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
に
象

徴
さ
れ
る
最
近
の
〝
オ
タ
ク
文
化

〝
に
途
惑
い
を
感
じ
な
が
ら
も
今

も
続
い
て
い
る
。

▼
当
時
の
寮
は
ほ
と
ん
ど
が
二
人

部
屋
で
週
末
と
も
な
れ
ば
朝
ま
で

飲
み
な
が
ら
語
り
合
う
事
も
珍
し

く
な
か
っ
た
。

三
十
年
ぶ
り
に
そ
の
頃
の
友
と
会
っ

た
。
見
た
目
は
変
わ
っ
て
も
こ
の

年
代
の
記
憶
は
実
に
鮮
明
で
あ
る
。

わ
ず
か
な
沈
黙
で
昔
の
事
を
思
い

だ
し
て
は
、「
あ
ん
時
は
お
前
が
・
・
・
」

「
い
や
い
や
あ
の
コ
は
・
・
・
」

と
際
限
な
く
続
く
。

近
況
で
は
、
五
十
歳
過
ぎ
て
か
ら

三
回
も
職
場
を
変
え
ら
れ
慣
れ

な
い
と
い
う
。

今
は
単
身
赴
任
中
で
・
・
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
交
換
し
再
会

を
誓
っ
て
別
れ
た
。

▼
豊
か
な
知
恵
を
持
つ
経
験
を
積

ん
だ
技
術
者
は
、
直
ぐ
に
は
育
た

な
い
貴
重
な
〝
会
社
の
財
産
〝
と

思
う
。

こ
の
労
働
力
を
も
っ
と
有
効
に
活

用
す
る
の
が
時
代
の
要
請
と
思
う

の
だ
が
。

（
Ｋ
）

長
生
き
は
ダ
メ
？

命
の
天
引
き
制
度

非
正
規
社
員
に
光

「
パ
ー
ト
法
改
正
」
（
４
月
）
を
契
機
に
し
た
正
社
員
化
の
動
き

１
５
年
ぶ
り
に
正
社
員
の
大
幅
増

厚生労働省が３月３１日に発表した勤労統計

調査によると正社員を中心にしたフルタイムで

働く〔一般〕労働者は、前年同月より、２．４

％増加の３３０２万４０００人。１９９２年６

月以来、１５年６ヶ月ぶりの高い伸び率を示し

た。人数では７０万人以上増加。増加の原因は、

４月から施行されるパート法の改正と人手不足

からくる人材確保などが起因している。

グラフは伸び率の変化を示す。

改正パートタイム労働法 〔要旨〕
◎仕事内容や労働時間が正社員とほぼ同じ内

容で長期間継続して働いている労働者の正

社員との差別禁止。

◎パートから正社員への転換を進めるための

制度を導入する。

賃
金
、
福
利
厚
生
で
正
社
員
と
の
差
別
禁
止

沖
電
気
で
も
是
正
始
ま
る

昨
年
の
パ
ー
ト
は
全

雇
用
労
働
者
の
２
５
％

で
１
３
４
６
万
人
と
過

去
最
高
。
パ
ー
ト
全
体

の
７
割
が
賃
金
の
安
い

女
性
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
〔
国
際

労
働
機
構
）
１
０
０
条

「
同
一
価
値
労
働
同
一

賃
金
」
違
反
の
疑
い
も

あ
り
、
格
差
是
正
が
急

が
れ
て
い
ま
し
た
。

沖
電
気
や
関
連
の
職
場

に
も
、
た
く
さ
ん
の
パ
ー

ト
労
働
者
が
働
き
、
呼

び
名
は
契
約
、
準
社
員

な
ど
と
違
い
ま
す
が
、

賃
金
は
７
０
０
円
台
～

と
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
。

春
闘
で
も
、
処
遇
改

善
を
掲
げ
て
闘
い
ま
し

た
が
、
や
っ
と
正
社
員

に
な
る
人
や
賃
金
ア
ツ

プ
の
報
告
が
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

沖電気07年度決算
連結黒字 単独赤字

「計画どおり収益力が大幅向上」

沖
電
気
は
、
人
件
費
削
減
３

５
億
円
、
投
資
抑
制
１
０
０

億
円
な
ど
の
「
短
期
赤
字
対

策
」
で
０
８
年
３
月
期
は
連

結
ベ
ー
ス
で
黒
字
決
算
に
な

り
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
ど
こ
ま
で

続
け
る
人
減
ら
し

沖
電
気
か
ら
の
外
部
転
職

者
は
、
今
年
も
六
百
人
に
達

し
ま
し
た
。
従
業
員
は
９
３

年
比
で
約
八
千
人
（
５
８
％
）

の
減
少
。
事
業
売
却
、
分
社

化
、
目
ま
ぐ
る
し
い
組
織
変

更
と
人
事
異
動
、
低
賃
金
と

長
時
間
労
働
、
進
む
健
康
破

壊
…
。
関
連
企
業
も
含
む
正

規
・
非
正
規
従
業
員
の
血
と

汗
と
涙
で
の
黒
字
化
で
す
。

「
落
ち
着
い
て
仕
事
が
で
き

る
」
職
場
へ
の
転
換
が
必
要

で
す
。
会
社
施
策
に
絶
望
し

て
退
職
者
が
増
加
し
、
会
社

は
、
技
術
・
人
材
を
失
っ
て

い
ま
す
。

資
産
売
却
な
ど
で

１
４
０
億
円
余
を
捻
出

連
結
で
は
当
期
純
利
益
３

０
億
円
の
黒
字
と
言
っ
て
も

経
常
利
益
で
は
１
４
億
円
の

赤
字
で
、
資
産
売
却
な
ど
の

一
時
的
利
益
で
か
さ
上
げ
さ

れ
た
決
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
有
価
証
券
売
却
益

→
４
０
億
円

・
東
京
地
区
土
地
譲
渡
益

→
６
２
億
円

・
退
職
給
与
債
務
設
定
益

→
３
５
億
円

沖
電
気
単
独
で
は
昨
年
度

に
続
い
て
純
利
益
１
４
億
円

の
赤
字
を
出
し
、
無
配
に
な
っ

て
い
ま
す
。

経
営
自
体
の
反
省
と

見
直
し
が
必
要
で
は

０
８
年
度
は
連
結
営
業
利

益
１
２
０
億
円
、
単
独
で
黒

字
化
を
め
ざ
す
と
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
こ
れ
以
上
、
事

業
を
切
捨
て
、
人
件
費
・
投

資
を
抑
制
し
な
が
ら
「
強
い

商
品
・
強
い
事
業
」
を
と
い

う
や
り
方
が
う
ま
く
進
む
も

の
で
し
ょ
う
か
。
リ
ス
ト

ラ
依
存
経
営
そ
の
も
の
を

見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

《
職
場
の
声
》

・
誰
が
ど
の
よ
う
な
責
任

を
と
っ
た
の
か
？

・
重
症
患
者
に
延
命
措
置

を
し
て
い
る
よ
う
。

・
新
商
品
開
発
で
沖
に
戻
し

た
技
術
者
を
ま
た
異
動
、

理
解
に
苦
し
む
。

・
危
機
感
と
願
望
と
精
神
論

だ
け
で
、
先
行
き
の
展
望

が
見
え
な
い
。

と発表したれど

職場は疑問と不安がいっぱい

年度 沖電気 従業員数 売上高 営業利益 経常利益 純利益
05年度 連結 21,175名 6,805 106 72 51

単独 5,496名 4,091 38 47 22
06年度 連結 21,380名 7,188 ▼ 54 ▼128 ▼364

単独 5,579名 4,069 ▼166 ▼177 ▼374
07年度 連結 22,640名 7,197 87 ▼ 14 30

単独 5,313名 4,088 ▼130 ▼119 ▼ 14

沖グループ業績推移 （単位：億円）

あすなろ



沖電気の防衛省契約高：億円
沖電気の売上げに占める割合：％
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▼
沖
電
気
契
約
件
数
は
五
十
五
件

＝
潜
水
艦
ソ
ー
ナ
ー
シ
ス
テ
ム
、

ソ
ノ
ブ
イ
、
水
中
聴
音
装
置
ほ
か

沖
電
気
へ
の
天
下
り
は

過
去
３
年
間
で
６
人

自
衛
隊
か
ら
の
天
下
り
が
世
間

か
ら
批
判
さ
れ
て
い
ま
す
。
４
年

間
で
３
８
人
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
０
６
年
・

契
約
高
は
３
千
億
円
で
天
下
り
数

と
関
係
し
て
い
る
。

９
２
年

不
正
請
求
事
件

会
計
検
査
院
が
調
査

沖
電
気
は
。
防
衛
庁
に
提
出
す

る
作
業
量
を
水
増
し
〔
一
日
の
労

働
時
間
を
３
０
時
間
で
計
算
し
た

疑
い
〕
。
２
年
間
で
２
億
円
の
不

正
請
求
事
件
を
起
こ
し
て
い
る
。

子
育
て
に
優
し
い

企
業
に
認
定
マ
ー
ク

愛
称
◎

「
く
る
み
ん
」

厚
生
労
働
省
が
育
児
な
ど
の
子

育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
企
業

を
認
定
す
る
制
度
。
認
定
さ
れ
る

と
認
定
マ
ー
ク

が
使
え
る
。
発

足
は
０
７
年
４

月
。
半
年
間
で

三
百
六
十
社
を

認
定
し
た
。

沖
電
気
も
認
定
申
請
中

取
得
要
件
①
男
性
の
育
児
休
職

者
が
い
る
こ
と
。
②
女
性
の
育
児

休
職
取
得
率
が
七
〇
％
以
上
。
達

成
で
、
認
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
沖
電
気
に
は
、
男
性

の
育
児
休
職
取
得
者
は
い
ま
せ
ん
。

◎
次
世
代
育
成
対
策
推
進
法
に

定
め
る
次
世
代
認
定
マ
ー
ク

七
年
間
も[

賃
上
げ
な
し]

沖
電
気
へ
の
貢
献
？
も
限
界

【
埼
玉
・
Ｊ
Ｉ
Ｐ
テ
ク
ノ
】

０
２
年
２
月
に
本
庄
工
場
の
製

造
部
門
が
構
内
で
分
社
化
・
独
立

し
た
会
社
（
資
本
金
２
千
万
・
従

業
員
約
２
５
０
人
）
で
す
。
独
立

と
同
時
に
、
賃
金
は
３
～
４
割
ダ

ウ
ン
、
労
働
日
数
増
加
な
ど
の
労

働
条
件
が
改
悪
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
沖
電
気
へ
の
単
価
低
減

で
は
、
０
７
年
の
半
期
〔
６
ヶ
月
〕

で
、
１
７
０
０
万
円
の
貢
献
を
し

て
い
ま
す
。
分
社
化
に
応
じ
て
退

職
・
転
籍
し
た
従
業
員
の
犠
牲
の

う
え
の
親
会
社
・
沖
電
気
の
黒
字

化
で
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｐ
テ
ク
ノ
従
業
員
の
処
遇

改
善
を
す
る
こ
と
は
、
当
然
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

若
手
の
登
用

激
務
で
健
康
が
心
配

【
福
島
・
Ｏ
Ｆ
Ｆ
プ
ロ
テ
ッ
ク
】

２
月
に
、
沖
エ
ア
フ
ォ
ル
ク
と

エ
ー
ル
テ
ッ
ク
ス
が
合
併
し
た
会

社
で
は
、
新
年
度
に
な
り
、
大
き

な
人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
に
目
立
つ
の
が
、
若
手
の
職
長

へ
の
登
用
で
す
。

再
編
騒
ぎ
の
最
中
に
は
「
再
編

後
は
若
い
人
が
相
当
や
め
る
の
で

は
？
」
と
の
評
判
で
し
た
。
今
回

の
登
用
は
「
退
職
防
止
策
で
は
な

い
か
」
と
さ
さ
や
か
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
職
制
に
登

用
さ
れ
る
と
激
務
で
心
身
を
害
し

て
会
社
に
来
れ
な
く
な
る
人
が
続

出
し
た
こ
と
も
あ
り
、
「
職
場
の

雰
囲
気
も
変
わ
っ
た
と
も
思
え
な

い
し
、
大
丈
夫
か
な
」
と
心
配
す

る
声
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

就
業
時
間
内
の
怪
我
と
労
災

【
群
馬
】

富
岡
工
場
の
従
業
員
が
、
就
業

時
間
内
に
ス
ロ
ー
プ
か
ら
足
を
踏

み
外
し
て
怪
我
を
し
て
し
ま
い
、

職
場
の
中
で
労
災
に
な
る
の
か
な

ら
な
い
の
か
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

「
就
業
時
間
内
だ
か
ら
当
然
労
災

だ
ろ
う
」
「
で
も
自
分
の
不
注
意

と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
だ
ろ
う
か

ら
労
災
は
無
理
じ
ゃ
な
い
か
」
と

い
う
二
つ
の
意
見
に
分
か
れ
ま
し

た
。
「
明
日
は
我
が
身
だ
。
ハ
ッ

キ
リ
さ
せ
た
ほ
う
が
い
い
な
。
」

と
い
う
こ
と
で
、
労
働
基
準
監
督

署
に
一
般
論
と
し
て
聞
い
て
み
ま

し
た
。

「
就
業
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
本

人
の
過
失
的
な
要
素
が
あ
っ
て
も

当
然
労
災
で
す
。
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー

ト
を
し
て
い
た
と
か
、
塀
を
よ
じ

登
っ
て
い
て
落
ち
た
と
か
、
常
識

的
に
考
え
て
お
か
し
い
な
、
と
い

う
場
合
は
別
で
す
が
」
と
い
う
回

答
で
し
た
。

今
回
の
怪
我
を
し
た
ケ
ー
ス
、

朝
礼
で
労
災
と
し
て
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

運
転
手
さ
ん

お
疲
れ
さ
ま

元
気
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い

【
東
京
】

「
経
費
削
減
」
の
た
め
、
芝
浦
ー

虎
ノ
門
間
の
運
行
が
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
１
台
に
減
り
ま
し
た
。
今
ま
で

は
２
台
の
バ
ス
で
３
０
分
に
一
本

間
隔
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
１

台
で
往
復
す
る
こ
と
に
な
り
１
時

間
に
１
本
に
な
り
ま
す
。
運
転
手

さ
ん
も
２
人
か
ら
１
人
に
な
り
、

２
０
年
間
、
歴
代
社
長
の
運
転
手

を
務
め
、
社
員
を
安
全
に
運
ん
で

下
さ
っ
た
ベ
テ
ラ
ン
運
転
手
さ
ん

が
退
職
し
て
い
き
ま
し
た
。
長
い

間
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
で
快
適

嬉
し
い
洋
式
ト
イ
レ

【
埼
玉
・
本
庄
】

｢

ト
イ
レ
を
洋
式
に
し
て
ほ
し
い｣

と
の
要
望
が
、
０
４
年
の
労
働
組

合
「
生
産
サ
ー
ビ
ス
支
部
」
の
定

期
大
会
で
職
場
改
善
要
求
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
、
３
年
後
の
０
７

年
に
本
庄
地
区(

２
０
箇
所)

に
設

置
を
さ
れ
ま
し
た
。
立
ち
作
業
に

よ
る
膝
の
痛
み
な
ど
を
訴
え
る
労

働
者
に
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

０
６
年
の
「
支
部
」
労
使
協
議

会
特
集
号
の｢

工
場
の
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
計
画｣

で
も
、
安
全
で
快
適
な

環
境
を
作
る
た
め
に｢

環
境
改
善｣

の
項
目
の
一
つ
と
し
て
本
庄
地
区

･

富
岡
地
区
に
洋
式
ト
イ
レ
の
設

置
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

小
さ
な
こ
と
で
も
声
を
上
げ
た

組
合
員
に
感
謝
し
た
い
。

仕
事
内
容
で
異
な
る

期
末
の
風
景

【
東
京
・
沖
電
気
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
】

３
月
３
１
日
は
、
退
職
、
出
向
、

異
動
で
そ
れ
ま
で
の
職
場
を
離
れ

る
人
が
多
い
日
で
す
。
東
京
地
区

の
あ
る
営
業
部
門
で
も
、
終
業
時

間
直
前
に
全
員
が
中
央
に
集
ま
り
、

離
れ
る
人
の
紹
介
や
挨
拶
の
後
、

最
後
に
全
員
で
労
い
の
拍
手
を
送

る
光
景
が
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
隣
接
す
る
Ｓ
Ｅ
部
門
で

は
、
部
課
単
位
で
「
静
か
に
」
行

わ
れ
て
い
る
だ
け
で
す
。
職
場
自

体
が
扱
う
製
品
分
野
ご
と
の
チ
ー

ム
編
成
の
た
め
、
交
流
も
少
な
く
、

部
門
全
員
の
中
で
見
送
ら
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

期
末
の
職
場
風
景
か
ら
、
日
頃

の
交
わ
り
の
深
さ
が
見
え
ま
し
た
。

★
読
者
の
み
な
さ
ん
の

声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
★

★ 人 間 ら し く 働 き 生 活 で き る 社 会 を ★ ２ ０ ０ ８ 年 ５ 月 第 ２ ３ ５ 号

話題

「隠れ ただ働き」を断罪

トヨタ・過労死裁判で勝訴判決
自
主
的
活
動
と
さ
れ
て
い
た
Ｑ
Ｃ
（
ク
オ
リ
テ
ィ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
サ
ー
ク
ル
活
動

交
通
安
全
活
動
な
ど
も

労
働
時
間
と
認
定

ト
ヨ
タ
自
動
車
の
堤
工

場
（
愛
知
県
・
豊
田
市
）
で

０
２
年
に
亡
く
な
っ
た
内
野

健
一
さ
ん
（
当
時
３
０
歳
・

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
）
の
遺
族
が

訴
え
た
過
労
死
裁
判
で
、
名

古
屋
地
裁
は
ト
ヨ
タ
生
産
方

式
の
柱
＝
「
Ｑ
Ｃ
（
品
質
管

理
）
サ
ー
ク
ル
活
動
」
や

「
交
通
安
全
活
動
」
な
ど
も

業
務
時
間
と
認
定
し
ま
し
た
。

一
ヵ
月
の
残
業
時
間
を

４
５
時
間
３
５
分
〔
会
社

主
張
〕
か
ら
１
０
６
時
間

４
５
分
に
変
更
し
て
労
災

申
請
を
認
め
る

厚
生
労
働
省
も

「
判
決
の
主
旨
で
算
定
」

舛
添
厚
生
労
働
相
は
参
院

厚
生
労
働
委
員
会
で
サ
ー
ビ

ス
残
業
に
な
っ
て
い
る
「
Ｑ

Ｃ
サ
ー
ク
ル
」
な
ど
の
活
動

に
つ
い
て
共
産
党
議
員
の
質

問
に
「
業
務
命
令
と
考
え
ら

れ
る
も
の
は
、
労
働
時
間
と

算
定
」
と
答
え
ま
し
た
。

▼
過
労
死
認
定
基
準
▲

労
災
認
定
の
目
安
と
さ
れ

る
基
準
で
「
一
ヵ
月
に
１
０

０
時
間
ま
た
は
２
～
６
ヶ
月

間
に
平
均
８
０
時
間
を
超
え

る
時
間
外
・
休
日
労
働
」

月
８
０
時
間
を
超
え
る
残

業
を
「
過
労
死
ラ
イ
ン
」
と

し
て
、
警
告
し
て
い
ま
す
。

沖
電
気
の
残
業
時
間
協
定

は
特
例
・
例
外
業
務
で
は
３
ヶ

月
２
４
０
時
間
以
内
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
交
通
安
全
講

習
会
な
ど
、
自
主
活
動
と
さ
れ

て
い
た
業
務
を
労
働
時
間
と
し

て
見
直
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

《
沖
電
気
を
考
え
る
》
⑧

防
衛
企
業
の
老
舗

防
衛
省
契
約
高
１
１
８
億
円
、
１
７
位
（
０
６
年
）

日
本
の
軍
事
費
は
５
兆
円
で
世
界
第
二
位
の
軍
事
大
国
。

そ
の
う
ち
約
２
兆
円
が
装
備
品
な
ど
の
調
達
費
に
な
っ
て
い
ま
す
。


